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厚
生
労
働
省
は
こ
の
ほ
ど
、
今
後
三
年
間

の
重
点
的
な
雇
用
対
策
を
体
系
的
に
示
す

「
新
雇
用
戦
略
」を
策
定
し
た
。
舛
添
要
一
・

厚
労
相
が
、
四
月
二
三
日
に
開
か
れ
た
経
済

財
政
諮
問
会
議
で
提
示
し
た
。
若
者
、
女
性
、

高
齢
者
を
は
じ
め
、
意
欲
と
能
力
あ
る
す
べ

て
の
人
が
働
け
る
環
境
づ
く
り
を
通
じ
て
、

労
働
力
人
口
の
減
少
ス
ピ
ー
ド
を
抑
制
す
る

の
が
狙
い
。
具
体
的
な
数
値
目
標
を
伴
っ
て

い
る
点
が
特
徴
だ
。
同
日
の
会
合
で
は
、
同

戦
略
に
沿
い
、
今
後
の
雇
用
対
策
を
進
め
る

方
向
性
が
了
承
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
政
府

は
緊
要
度
の
高
い
も
の
か
ら
、
六
月
に
ま
と

め
る
経
済
財
政
運
営
の
基
本
方
針
（
骨
太
方

針
二
〇
〇
八
）
に
盛
り
込
み
、
今
後
の
予
算

編
成
に
反
映
す
る
な
ど
し
て
具
体
化
を
図
る
。

全
員
参
加
型
社
会
の
実
現
を

め
ざ
し
て

　

少
子
高
齢
化
の
進
展
等
に
と
も
な
い
、
何

ら
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
、
労
働
力
率
（
現

在
五
二
・
一
％
）
が
二
〇
一
七
年
に
は
五
〇
・

〇
％
、
二
〇
三
〇
年
に
は
四
八
・
五
％
ま
で

落
ち
込
む
と
試
算
さ
れ
る
な
か
（
図
１
）、

新
雇
用
戦
略
は
、
働
く
意
欲
を
持
つ
す
べ
て

の
人
が
、
そ
の
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る

「
全
員
参
加
型
社
会
」
の
実
現
を
め
ざ
し
、

必
要
な
施
策
を
体
系
的
に
盛
り
込
む
形
で
策

定
さ
れ
た
。

　

戦
略
で
は
、
と
り
わ
け
団
塊
世
代
が
六
〇

代
、
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
が
三
〇
代
後
半
を

迎
え
る
今
後
三
年
間
を
「
集
中
重
点
期
間
」

に
位
置
づ
け
、
若
者
、
女
性
、
高
齢
者
、
障

害
者
等
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
就
業
促
進
策

を
示
し
て
い
る
（
図
２
）。

三
年
間
で
一
〇
〇
万
人
の
フ
リ
ー

タ
ー
等
を
正
規
雇
用
化

　

ま
ず
、
若
者
の
就
業
促
進
策
と
し
て
は
、

一
九
九
三
年
か
ら
の
就
職
氷
河
期
の
大
卒
者

が
三
〇
代
後
半
に
差
し
掛
か
る
な
か
、
非
正

規
雇
用
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
層
を
早
急
に
安

定
雇
用
へ
移
行
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
、

「
フ
リ
ー
タ
ー
等
（
と
り
わ
け
年
長
フ
リ
ー

タ
ー
等
の
）
一
〇
〇
万
人
の
正
規
雇
用
化
プ

ラ
ン
」（
仮
称
）
を
掲
げ
た
。
従
来
の
「
フ
リ

ー
タ
ー
常
用
雇
用
化
プ
ラ
ン
」
を
発
展
的
に

拡
充
。
新
た
に
三
〇
代
後
半
の
不
安
定
就
労

者
も
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
の
対
象
に
加
え
る
ほ

か
、
就
職
か
ら
職
場
定
着
ま
で
一
貫
し
た
支

援
に
力
を
入
れ
る
。

　

若
者
対
策
の
柱
に
は
、「
ニ
ー
ト
等
の
自
立

支
援
の
充
実
」
や
、
今
年
度
よ
り
始
ま
っ
た

「
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
制
度
の
整
備
・
充
実
」

も
据
え
て
い
る
。
ニ
ー
ト
等
支
援
は
現
行
、

支
援
機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
中
心

に
進
め
て
い
る
が
、
ニ
ー
ト
等
が
ど
こ
に
ど

れ
く
ら
い
潜
在
し
て
い
る
か
が
見
え
に
く
い
。

そ
こ
で
今
後
は
、
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
職
員
が
、
父
母
等
か
ら
相
談
を
受
け
た
家

庭
を
訪
問
す
る
な
ど
し
て
、
ニ
ー
ト
の
具
体

的
な
把
握
に
努
め
る
。

　

ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
制
度
は
、
正
社
員
経
験

が
少
な
い
フ
リ
ー
タ
ー
や
子
育
て
終
了
後
の

女
性
、
母
子
家
庭
の
母
、
新
卒
者
等
向
け
に
、

職
務
経
歴
や
学
習
・
訓
練
歴
、
取
得
資
格
・

免
許
等
を
明
示
す
る
い
わ
ば
職
業
能
力
証
明

書
と
し
て
役
立
て
て
も
ら
う
も
の
。
企
業
実

習
と
教
育
訓
練
機
関
の
座
学
を
組
み
合
わ
せ

た
職
業
能
力
形
成
プ
ロ
グ
ラ
ム（
デ
ュ
ア
ル
・

シ
ス
テ
ム
）
や
、
大
学
・
専
門
学
校
等
で
職

業
能
力
形
成
に
つ
な
が
る
実
践
型
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
修
了
す
れ
ば
、
そ
の
履
修
結
果
を

含
め
た
「
職
業
能
力
証
明
書
」
と
し
て
活
用

す
る
こ
と
も
で
き
る
。
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
は

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
等
で
発
行

し
、
こ
れ
ま
で
に
四
〇
〇
〇
人
分
ほ
ど
が
発

行
済
み
。
今
後
は
同
制
度
を
本
格
稼
働
さ
せ
、

若
者
を
含
む
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
の
取
得
者
数

を
、
五
〇
万
人
ま
で
増
や
す
計
画
だ
。
そ
の

際
、
職
業
訓
練
期
間
中
の
生
活
保
障
と
し
て
、

貸
付
制
度
も
拡
充
す
る
。

　

新
雇
用
戦
略
で
は
こ
う
し
た
方
策
を
通
じ

て
、
二
〇
一
〇
年
度
の
達
成
を
め
ざ
し
、
次

の
よ
う
な
数
値
目
標
を
掲
げ
た
。
若
者
（
二

五
〜
三
四
歳
）
男
性
の
就
業
率
を
、
現
在
の

九
一
・
〇
％
か
ら
九
二
〜
九
三
％
に
引
き
上

げ
る
ほ
か
、
一
八
一
万
人
に
の
ぼ
る
フ
リ
ー

タ
ー
数
を
、
一
七
〇
万
人
ま
で
減
少
さ
せ
る
。

ま
た
、
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
お
け
る
、
二―

ト
等
の
進
路
決
定
者
割
合

を
、
現
在
の
二
四
・
八
％
か
ら
三
〇
％
ま
で

引
き
上
げ
る
方
針
だ
。

二
五
〜
四
四
歳
女
性
の
就
業
を

三
年
間
で
最
大
二
〇
万
人
増
へ

　

一
方
、
女
性
の
就
業
促
進
策
で
は
、
団
塊

ジ
ュ
ニ
ア
世
代
が
三
〇
代
後
半
を
迎
え
る
な

か
、
働
き
な
が
ら
子
育
て
が
で
き
る
環
境
整

備
に
早
急
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
出
生
率
の

回
復
を
め
ざ
す
。
具
体
的
に
は
、「
新
待
機
児

童
ゼ
ロ
作
戦
」（
三
歳
未
満
児
の
保
育
サ
ー
ビ

ス
利
用
率
を
現
在
の
二
〇
・
三
％
↓
二
〇
一

〇
年
に
は
二
六
％
へ
引
き
上
げ
る
等
）
を
展

開
。
保
育
施
策
や
放
課
後
対
策
の
量
・
質
両

面
の
充
実
を
図
る
。

　

ま
た
、
マ
ザ
ー
ズ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
増
設

や
、
地
域
の
就
業
支
援
・
子
育
て
支
援
施
設

等
と
の
連
携
、
さ
ら
に
、
先
輩
企
業
家
に
よ

る
ア
ド
バ
イ
ス
事
業
や
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア

ク
シ
ョ
ン
の
集
中
的
な
周
知
・
具
体
的
ノ
ウ

ハ
ウ
の
提
供―

―

等
を
通
じ
て
、
女
性
の
再

就
職
や
起
業
、
継
続
就
業
の
支
援
策
を
充
実

す
る
。

　

新
雇
用
戦
略
で
は
、
こ
う
し
た
方
策
を
通

じ
て
、
二
五
〜
四
四
歳
の
女
性
の
就
業
率
を
、

現
在
の
六
五
・
五
％
か
ら
、
二
〇
一
〇
年
に

は
六
六
〜
六
八
％
ま
で
引
き
上
げ
る
と
し
て

い
る
。
ま
た
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン

に
取
り
組
む
企
業
の
割
合
を
、
現
在
（
〇
六

年
度
実
績
で
二
〇
・
七
％
）
比
で
倍
増
と
な

る
、
四
〇
％
超
に
す
る
数
値
目
標
も
掲
げ
た
。

六
五
歳
以
上
定
年
企
業
等
の
割
合

を
現
行
の
三
七
％
か
ら
五
〇
％
へ

　

次
に
、
高
齢
者
に
対
す
る
就
業
促
進
策
に

つ
い
て
は
、
団
塊
の
世
代
が
六
〇
代
を
迎
え

る
な
か
、
そ
の
能
力
・
経
験
を
発
揮
で
き
る

ト
ピ
ッ
ク
ス

雇
用
政
策

1

厚
労
省
が
「
新
雇
用
戦
略
」
を
策
定
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枠
組
み
づ
く
り
が
急
務
だ
と
し
て
、
次
の
よ

う
な
方
策
を
盛
り
込
ん
だ
。
ま
ず
、
改
正
高

年
齢
者
雇
用
安
定
法
に
基
づ
く
事
業
主
指
導

を
徹
底
。定
年
の
引
上
げ
、継
続
雇
用
制
度
の

導
入
、
定
年
の
定
め
の
廃
止―

―

の
い
ず
れ

か
の
措
置
の
実
施
を
確
実
に
す
る
。
処
遇
体

系
の
見
直
し
な
ど
モ
デ
ル
的
な
取
り
組
み
に

対
す
る
支
援
措
置
や
、「
七
〇
歳
ま
で
働
け
る

企
業
」
に
対
す
る
奨
励
措
置
等
も
拡
充
す
る
。

　

ま
た
、
高
齢
者
に
も
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
を

発
行
し
、
円
滑
な
再
就
職
を
促
進
し
た
り
、

地
域
貢
献
活
動
の
情
報
や
職
場
体
験
機
会
を

提
供
す
る
な
ど
、「
団
塊
世
代
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
仮
称
）
を
推
進
。
さ

ら
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
を
拡

充
し
、
多
様
な
形
態
の
就
業
に
よ
る
生
き
が

い
対
策
も
講
じ
て
ゆ
く
。

　

こ
う
し
た
方
策
を
通
じ
て
、
新
雇
用
戦
略

で
は
、
高
齢
者
（
六
〇
〜
六
四
歳
）
の
就
業

率
を
、
現
在
の
五
五
・
五
％
か
ら
、
二
〇
一

〇
年
に
は
五
六
〜
五
七
％
ま
で
高
め
る
ほ
か
、

六
五
歳
以
上
定
年
企
業
等
の
割
合
を
、
現
在

の
三
七
％
か
ら
一
・
五
倍
に
相
当
す
る
五
〇

％
に
引
き
上
げ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
七

〇
歳
ま
で
働
け
る
企
業
を
、
現
在
の
一
一
・

九
％
か
ら
二
〇
一
〇
年
度
ま
で
に
二
〇
％
へ

引
き
上
げ
る
ほ
か
、
現
在
七
六
万
人
い
る
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
を
一
〇
〇
万

人
ま
で
増
や
す
。

障
害
者
雇
用
を
五
〇
万
人
か
ら

二
〇
一
三
年
度
に
六
四
万
人
へ

　

一
方
、
昨
年
か
ら
「
福
祉
か
ら
雇
用
へ
」

を
強
化
す
る
推
進
五
カ
年
計
画
を
進
め
て
お

り
、
今
国
会
に
も
障
害
者
雇
用
促
進
法
の
改

正
案
を
上
程
し
て
い
る
障
害
者
の
就
労
支
援

策
に
つ
い
て
は
、
次
の
取
り
組
み
を
盛
り
込

ん
だ
。

　

障
害
者
等
に
つ
い
て
は
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
を
確
保
し
つ
つ
、
可
能
な
限
り
就
労
に

よ
る
自
立
・
生
活
向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う
に

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
雇
用
、
福
祉
、

教
育
等
の
連
携
に
よ
る
、
地
域
で
の
就
労
支

援
力
を
強
化
す
る
。
具
体
的
に
は
、
障
害
者

就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
を
、
全
障
害
保

健
福
祉
圏
域
に
設
置
す
る
ほ
か
、
ジ
ョ
ブ
コ

ー
チ
を
増
員
。
就
職
の
準
備
段
階
か
ら
職
場

定
着
ま
で
、
一
貫
し
て
支
援
す
る
。
ま
た
、

中
小
企
業
に
お
け
る
障
害
者
の
雇
用
促
進
に

向
け
、
重
点
的
な
支
援
も
実
施
。
そ
の
た
め
、

障
害
者
に
対
す
る
職
業
訓
練
を
拡
充
す
る
ほ

か
、
精
神
障
害
・
発
達
障
害
な
ど
、
障
害
特

性
に
応
じ
た
支
援
も
強
化
す
る
。

　

新
雇
用
戦
略
で
は
、
こ
う
し
た
方
策
を
通

じ
て
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
け
る
障
害
者
の

就
職
件
数
を
、
〇
五
〜
〇
七
年
度
の
実
績
約

一
二
・
八
万
件
か
ら
、
〇
八
〜
一
〇
年
度
で

一
四
・
四
万
件
ま
で
増
や
す
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
雇
用
さ
れ
て
い
る
障
害
者
数
も
、
現

在
の
約
五
〇
万
人
か
ら
、
二
〇
一
三
年
度
に

は
約
六
四
万
人
ま
で
増
加
さ
せ
る
。

　

な
お
同
様
に
、
福
祉
か
ら
雇
用
へ
を
基
本

に
、
対
策
を
強
化
し
て
き
た
生
活
保
護
受
給

者
や
、
母
子
家
庭
の
母
等
の
就
職
率
も
引
き

上
げ
る
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
福
祉
事
務
所
等

の
連
携
に
よ
る
「
就
労
支
援
チ
ー
ム
」
の
体

制
を
強
化
。
担
当
者
制
の
一
貫
し
た
就
労
支

援
を
推
進
し
、
現
在
の
五
三
％
か
ら
、
二
〇

一
〇
年
度
に
は
一
・
二
倍
増
の
六
〇
％
を
見

込
む
。

 

（
調
査
・
解
析
部
）




